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後燃え現象の解明及びその低減方法の開発

研究の目的と位置付け研究の目的と位置付け

主な成果主な成果

今後の展開今後の展開

目的： ディーゼル燃焼の後燃え律速メカニズムを解明し、後燃え低減(燃焼高速化)を現実的なハードウェアで
実現する方法を案出し、効果の検証及び燃焼高速化メカニズムを解明する。

グループ構成及び研究手法

クラスタ 2014
準備

2015
現象解明

2016
コンセプト案出

2017
コンセプト検証

2018
低冷損との両⽴

明治大 光学計測準備 容器可視化 可視化・多気筒機関実験 後燃え低減と
低冷却損失
(グループ3)との
両⽴
・実験的検討
・数値解析

千葉大 多気筒機関準備 多気筒機関可視化 多気筒機関実験
徳島大 ガス採取分析

RCEM準備
ガス採取分析
RCEM実験

早稲田大 詳細反応LES準備 発光種LES LES数値実験 実機関LES

後燃え律速要因
現象解明・寄与度推定

現象理解に基づく
原因除去 or 対処療法

コンセプト案出
効率的な

後燃え低減技術創出

現象解明に基づいた

後燃え改善コンセプト

TAIZACインジェクタ

コモンレール

下段インジェクタ

上段インジェクタ

概要： 案出した逆デルタ噴射コンセプトを実現するデバイスとして、TAIZAC(直列2弁瞬時切り替え式インジェクタ)
及びピエゾ直動インジェクタを製作。TAIZACによる逆デルタ噴射の容器実験で燃焼期間の15％短縮を実証。

ピエゾ素子

Denso製 G3S
断面図

ピエゾ直動インジェクタ

Ta=1050 K, Pa=5.7 MPa, rg=23.8 kg/m3,
O2 21%, mf=4 mg/spray, Fuel: JIS#2,
Δtsetinj=0.803 ms

逆デルタ噴射:
ΔPinj = 200 to 105 MPa

従来矩形噴射:
ΔPinj = 143 MPa

Bottom view field

TAIZAC

燃焼期間
15%短縮

アグレッシブ逆デルタ噴射

内部容積低減改良型TAIZAC

上側インジェクタ
Denso製 G3P

下側インジェクタ
切断済み

Denso製 G4S

締結部

銅製ガスケッ
ト

実機での熱効率検証

TAIZAC

単気筒可視化エンジン

多気筒エンジン

冷損赤外可視化、Gr. 3との両立
ピストン表面

熱輻射可視化画像
(10000fps)
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(FAST-IR, Telops)

3D 過渡熱伝導計算
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